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側
は
、
長
方
形
の
材
の
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
入
り
、
下
端
は
や
や
す

ば
ま
る
形
で
あ
る
。
右
辺
の
切
り
込
み
は

一
部
破
損
し
て
い
る
。
形
状
か
ら
み

て
、
法
師

へ
進
上
す
る
物
品
の
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
裏
面
の
四
隅
に
墨

痕
が
あ
り
、　
一
か
ら
四
ま
で
の
漠
数
字
を
記
し
た
闘
茶
札
の
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
①
に
つ
い
て
は
網
野
善
彦
氏
を
介
し
て
佐
藤

進

一
氏
に
も
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
①
に
つ
い
て
は
奈
良
文
化
財
研

究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

鶴
岡
市
教
育
委
員
会

『鶴
ヶ
岡
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（二
の
丸
南
辺
地
点
産

（鶴
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

一
四
、
二
〇
〇
一
年
）

（松
田
亜
紀
子
）

東
北
地
方
出
上
の
間
茶
札

本
号
に
は
、
山
形
県
鶴
ヶ
岡
城
跡
と
青
森
県
十
三
湊
遺
跡
で
聞
茶
札
と

思
わ
れ
る
木
簡
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
闘
茶
札
と
し
て
は
広
島
県

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
上
の
も
の

（重
要
文
化
財
。
広
島
県
立
博
物
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
手
軽
に
画
像
を
閲
覧
で
き
る
）
が
著
名
で
あ
る
が
、
東
北
地
方
か

ら
も
闘
茶
札
が
出
土
し
て
い
た
こ
と
が
、
三
上
喜
孝
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な

っ
て
い
る

（「東
北
地
方
の
闘
茶
札
と
鎌
倉
」
〈日
立
歴
史
民
俗
博
物
館

『中
世
寺
院
の
姿
と
く
ら
し
―
密
教

・
禅
僧

・
湯
屋
』
二
〇
〇
二
年
》
。
宮
城
県

瑞
巌
寺
遺
跡
、
山
形
県
大
楯
遺
跡
、
秋
田
県
洲
崎
遺
跡
出
土
の
事
例
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
本
誌
紹
介
時
に
は
い
ず
れ
も
闘
茶
札
と
は
認
識
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
新
た
に
二
点
の
事
例
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
、
今
後
も

東
北
地
方
の
み
で
な
く
、
全
国
の
木
簡
の
中
か
ら
闘
茶
札
の

「発
見
」
が

期
待
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（渡
辺
晃
宏
）

剛脚
(2)


